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論文内容の要旨

本論文は，多官能ジアセチレン化合物を用いた超剛性樹脂の開発に関する研究の成果をまとめたもの

で，緒論(第 1 章)，本論 5 章，および結論(第 7 章)からなっている O

第 1 章の緒論では，本研究の目的と意義について述べている。

第 2 章では，橋かけ反応性に優れた炭素-炭素不飽和結合を有するジアセチレン化合物に対する予備

検討として，プロパギルアミンから誘導されるアミド基含有ジアセチレン化合物の固相重合'性について

述べ，これらのアセチレン化合物は温和な重合条件でも高収率で結晶性ポリマーを与えることを明らか

にしている。

第 3 章では，第 2 章で得られた知見を基に合成した新規橋かけ性アミド系ジアセチレン化合物である

1, 6- ビス(アクリロイルアミノ)- 2 , 4 ーヘキサジインと N， N' ージプロノマギルアミドダイマー

の熱固相重合と，その反応性を利用した高圧粉体成形について検討し， これらのジアセチレン化合物が

二段回相反応性を有し，高圧粉体成形により高弾性率かっ高硬度材料が得られることを明らかにしてい

る。

第 4 章では，エステル系の新規橋かけ性ジアセチレン化合物であるフマルエステル系ジアセチレンオ

リゴマーを原料とした高圧粉体成形について検討し， この成形体が極めて高い弾性率を発現することを

見い出している。

第 5 章では，アミドおよびエステル系ジアセチレン化合物の高圧成形体に γ 線を照射した場合，成形

体の弾性率を始めとする諸物性が大幅に向上することを明らかにしているO

第 6 章では，エステル系ジアセチレン化合物であるアクリルおよびメタクリル系ジアセチレン化合物
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の熱硬化反応性とその硬化物の物性との関係を明らかにし，硬化物が優れた物性を発揮することを示し

ている。

結論(第 7 章)では，本研究で得られた結果を総括しているO

論文の審査結果の要旨

本論文は，多官能ジアセチレン系化合物を用いる超剛性樹脂の開発を目的として行なった研究の成果

をまとめたもので，その成果を要約すると次のとおりであるo

1) N- アシルプロパギルアミンから誘導されるアミド基含有ジアセチレン化合物は，従来のジアセチ

レン化合物より固相反応性が高く，温和な条件下で熱，光，圧力等の外的刺激により容易に重合して

高収率で結晶性ポリマーを与え， しかもこのアミド基含有ジアセチレン化合物はカルボン酸成分を変

えることが容易なので，橋かけ材料の基本骨格として有用であることを明らかにしている。

2) 分子内にピニル基を持つジアセチレン系化合物は，先ずアセチレン基が重合し，さらに温度を上げ

ることによりビニル基が重合して二次元あるいは三次元網目構造体を形成すること，さらに， これら

のモノマーは高圧粉体成形によって汎用樹脂に見られない極めて高い弾性率， ビッカース硬度および

熱伝導率を持つ成形体になることを明らかにしている。

3) フマル酸エステルオリゴマーの高圧粉体成形により最高22.7GPa の高弾性率を達成出来ることを

明らかにしている。

4) 一旦高圧熱橋かけ成形を行って得られた成形体に， r 線照射することにより後橋かけ高密度化が進

行し，弾性率がフマル酸エステルオリゴマ一系成形体で25GPa，フマルアミド系ジアセチレンダイマ一

成形体で、23GPa に達することを明らかにしているO

5) ビニル基を持つエステル系ジアセチレン化合物は，開始剤が無くても熱により容易に橋かけが進行

し，良好な物性を持つ成形体を与えることを明らかにしている。

以上のように本研究は，新しい多宮能ジアセチレン化合物による優れた物'性を持つ超剛性樹脂の形成

反応を明らかにしたもので，高分子化学および材料開発分野に貢献するところが大きい。よって，本論

文は博士論文として価値あるものと認めるo
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